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〔編 集 後 記 〕

今年 も酷暑の季節を向えま した。残暑のお見舞いを申し上げるとともに、 『低温セソター

だよ り』第83号 をお届げします。は じめに私事が誠に恐縮ですが、この4月 に低温 セソター

吹田分室の助手に就任 し、当編集委員 も前任 から引 き継 ぎま した。編集 ・印刷 ・発送 と初

めてのことばか りで、要領を得ず 、関係の皆様方 にご迷惑をおかけ しました ことを深 くお

詫び申 し上げます。 ところで、 この半年の間に豊 中分室 ・吹田分室の助手が相次いで交代

した ことになります。まだセソターの仕事に慣れてお らず、前任の先生方の ようにテキパ

キとはいかないですが、今 まで同様のサー ビスの提供がで きるよ う努力 していきたい と思

います。今後 とも新米共 ども低温セソターを宜 しくお願 い致 します。

さて 『低温セソターだよ り』に話を戻 しまして、第83号 はいかがで したで しょうか?

研 究 ノー ト4件 と技術 ノー ト1件 、内容 も溶液 、表面、C6。、装置の試作と多彩 なものに

なっています。 ご多忙中にもかかわ らず ご寄稿 を頂 いた先生方に この場をお借 りして厚 く

お礼申 し上げます。毎号のように多種多様 な記事が記載で きるのは、阪大における研究層

の厚 さと質の高さの成せるものと改めて感心され られ ます。金森総長 が低温セ ンターの20

周 年記念誌でおっ しゃられているように、本誌が学 内の研究の各分野を横断的につな く唯

一の定期刊行物となってお り、重要な役割 を果た している事 も再認識 させ られ ます。阪大

の研究老間の身近 なコミュニケーシ ョソの場 として、これからの研究活動の一助とな るよ

う、研究成果、各種アイデア、 ご意見などあ りました ら ドシ ドシお寄せ下 さい。

(百瀬 英毅)
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表紙説 明 溶液からの結晶成長機構の概念図。結 晶は クラスター内部の 「単結晶」、 クラスター結晶、
クラスターシス ト結晶の階層構造 を成 している。 「固液相転移」は クラスターシス ト充填率

0.49で 起 こ り、クラスター密度の増加 により充填率の高いクラスター シス ト結晶へと転移す
る。このとき従来 「ステ ップ」 と呼ばれていたスムースな段層面を生 じる。(本文p.1参 照)


